
 

２００６年３月 

 

 

㈱くらしの友 

 

冠婚葬祭互助会の㈱くらしの友〔本社：東京都大田区西蒲田８－３－１、社長：伴 良二〕では、

このたび「２００６年版 団塊の女性の葬儀観」調査を実施しました。 

団塊世代の女性を対象に昨年３月に実施した「団塊の女性の葬儀観」調査の第２弾ですが、今回、

「ご主人の遺言」や「最期に着たい服」などの質問を新たに加えてみました。 

なお、昨年、一昨年と団塊世代の男性（1947年～49年生まれの１都６県在住者400人）を対象に

「団塊世代の葬儀観」と題した調査をおこないましたが、今回の調査と一部データを男女比較して

います。 

 

 

＜ 要  約 ＞ 
■ 葬儀を「まったく考えていない」は２割弱 （２Ｐ） 

■ 義理抜き、見栄抜き、実質的な葬儀を希望する意見が、男性より多数 （３Ｐ） 

■ 「自分の葬儀だから、自分の意思を反映させたものにしたい」が5割 （４Ｐ） 

■ ご主人に「遺言は残してほしい」が４割 （４Ｐ） 

■ 相続は“争続”。遺言は“転ばぬ先の杖” （５Ｐ） 

■ 「考えない」は男性の約６分の１ 

５割以上が「遺産は意識して残すつもりはない」。人生を謳歌する女性たち！ （６Ｐ） 

■ 「生前に何もするつもりはない」が８割 （７Ｐ） 

■ 葬送曲は、「川の流れのように」！ （７Ｐ） 

■ ミニスカートで青春を彩った団塊の女性たち。最期は「愛用のお気に入りの服」で！ （８Ｐ） 

 

※団塊の世代…１９４７年～４９年の第一次ベビーブームに生まれた人々で、常に戦後の消費をリードしてきた

世代。作家の堺屋太一氏が著書『団塊の世代』で命名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

力強く、現実的で、大いに人生を謳歌する団塊の女性たち！ 
―― お彼岸を前に「２００６年版 団塊の女性の葬儀観」調査を実施 ―― 

この件に関するお問い合わせは下記までお願いします。 
㈱サン・クリエイティブ・パブリシティ 
代田（ｼﾛﾀ）、金原、飯島 
TEL ０３－３５４５－０５１１ 

 
㈱くらしの友 経営企画部 
原田または三觜（ﾐﾂﾊｼ） 
TEL ０３－３７３５－５３５７ 
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